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1 はじめに 

本調査は、医療AI 市場の構造理解にとどまらず、事業戦略および研究開発（R&D）の企画方針決定に資するこ
とを目的とする。 

特に、技術開発の方向性、投資優先領域、実装成立条件の観点から、企業が意思決定に利用可能な分析枠組み
を提示する。本調査は、医療AI 市場を構造的に整理し、技術・制度・運用の観点から、今後の市場形成および競
争の方向性を明らかにすることを目的とする。 

近年、医療AI は急速な技術進展を背景に多様な領域で導入が進みつつあるが、その多くは個別技術やユース
ケース単位で議論される傾向があり、市場全体の構造や価値創出のメカニズムは十分に整理されていない。特
に医療分野では、規制、臨床運用、データ環境といった要因が複雑に絡み合うため、単純な技術評価や TAM
（Total Addressable Market）に基づく市場分析では、実態を正確に捉えることが難しい。 

本調査では、医療AI を単一技術としてではなく、エッジセンサ、データ統合基盤、AI 解析、デジタルツインから
構成される階層的システムとして整理する。その上で、各レイヤにおける技術要素、制度制約、運用要件の相互関
係を分析し、実環境において成立する市場（Implementation-feasible market）の観点から市場規模および
成長性を再評価する。 

さらに、マルチモーダル統合や VOC に代表される新規データ層の進展を踏まえ、医療AI における価値創出が
「データの量」から「統合設計の質」へと移行している点を明確化する。これにより、競争優位の源泉が個別技術で
はなく、実装能力（Implementation Capability）にあることを示す。 

本調査の結果として、医療AI 市場の構造的理解に加え、どの領域で価値が生まれ、どのプレイヤーがどのポジ
ションで優位性を持ち得るのかを体系的に整理する。これにより、事業戦略、投資判断、技術開発の方向性を検
討するための実務的な示唆を提供する。 

 

FIG. 1  次世代医療AI の全体像（２０２６－２０３０） 
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2 背景と意義 

医療AI は急速に発展している一方で、その技術構造および市場評価については、依然として体系的な整理が十
分になされていない。特に、実際の導入・運用を前提とした視点が欠如していることが、理解および市場判断の不
確実性を高める要因となっている。 

第一に、従来の医療AI に関する議論は、アルゴリズム性能や個別技術に焦点が当たりやすく、センサ、通信、ク
ラウド、AI 解析といった構成要素の相互依存関係が十分に整理されていない。その結果、医療機器としての実装
制約やシステム統合の難易度が過小評価され、実用化可能性に対する適切な評価が困難となっている。 

第二に、市場分析においては Total Addressable Market（TAM）に基づく評価が一般的であるが、医療分
野では規制、信頼性、運用要件が強く影響するため、理論的な市場規模と実際に成立する市場との間に大きな乖
離が存在する。この乖離を考慮しない場合、市場機会の過大評価や戦略判断の誤りにつながる可能性がある。 

第三に、医療AI におけるデータ構造は依然として生理信号中心であり、代謝や分子レベルの情報を十分に取り
込めていない。近年注目される揮発性有機化合物（VOC）は、この制約を補完する新たな情報源として位置付け
られるが、その役割は単独のセンサ技術ではなく、他モダリティとの統合によって初めて価値を持つクロスモーダ
ルな情報レイヤとして理解する必要がある。 

これらの課題を踏まえ、本調査では医療AI をエッジ AI センサ、通信・クラウド、AI 解析、生体デジタルツインか
ら構成される階層的システムとして整理する。その上で、技術、制度、運用の観点を統合し、実環境において成立
する市場（Implementation-feasible market）として市場規模および成長性を再評価する枠組みを提示す
る。 

さらに本調査は、これらの分析を通じて、 

①事業参入領域の選定 

②研究開発投資の優先順位付け 

③技術開発と制度対応の統合設計 

に関する意思決定を支援することを目的とする。 
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3 EXECUTIVE SUMMARY 

本調査は、医療AI 市場を従来の技術別分類ではなく、システム階層構造に基づいて再定義し、その価値創出メ
カニズムおよび市場形成の本質を明らかにするものである。 

医療AI は、①エッジ AI センサ層、②通信・クラウド基盤層、③AI 解析層、④生体デジタルツイン層から構成さ
れる階層的システムとして再定義し、その技術構造、市場構造、および競争優位の決定要因を統合的に分析した
ものである。 

本調査の要点は、以下の 3 つの視点に集約される。すなわち、（1）システム構造、（2）市場規模と成長、（3）競争
優位の成立条件である。 

■ 医療AI の階層構造 

FIG. ES-1 は、医療AI システムの階層構造を示したものである。本構造は、エッジ AI センサ層、VOC／嗅覚
データ層、クラウド＆通信層、AI 解析層、およびデジタルツイン層の 5 層から構成される。 

下位層はデータ取得およびインフラを担い、上位層はデータ統合および意思決定支援を通じた価値創出を担う。
特に VOC／嗅覚データは、従来の生理信号を補完するクロスモーダル情報として複数層にまたがり、医療AI
の高度化に寄与する新たな観測軸として位置付けられる。 

さらに、本構造は FDA 等の医療機器規制により全レイヤにわたって制約を受ける点が重要であり、これが実装
可能性および市場成立性を規定する主要因となる。 

FIG. ES-1  医療AI システムの階層構造と競争ポジション 

■ 市場構造と規模感 

FIG. ES-2 は、医療AI 市場を階層構造として捉え、各レイヤにおける市場規模と成長ダイナミクスを示したも
のである。 

下位層ではデバイス普及に基づく数量的成長が支配的である一方、上位層ではデータ統合および AI 解析によ
るモデル駆動型の価値創出が市場拡大を牽引する。特にクラウド・データ基盤は最大の市場規模を有し、AI 解析
層は最も高い成長率を示す領域として位置付けられる。これに対し、デジタルツインに代表される上位概念は現
時点では市場規模が限定的であるものの、将来的には医療AI における価値創出の中核となる可能性を有す
る。 
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FIG. ES-2  医療AI 市場の階層構造と成長 

■ 競争優位の決定構造 

FIG. ES-3 は、医療AI における競争優位の成立構造を示したものである。 

従来、AI の競争力はモデル精度やデータ量によって評価されてきたが、本分析は、医療AI における競争優位が
それら単一要素によっては決定されないことを示している。すなわち、技術統合、規制制約、市場構造という 3 つ
の要因が相互に作用し、それらが実環境における実装能力として統合されることによって初めて価値創出が可能
となる。 

医療分野では、データ品質のばらつき、長時間運用、規制対応といった制約が存在するため、アルゴリズム単体
の性能ではなく、システム全体としての安定性および運用可能性が競争優位を規定する。 

FIG. ES-3 医療AI における競争優位の決定構造 

本調査では、医療AI 市場の競争を、AI モデルの性能そのものではなく、規制対応、実装成熟度、エッジ AI 活
用、推論基盤、データ接続性といった実装力の差として整理した。分析からは、競争優位を左右するのは高精度
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なモデルの保有だけではなく、制度要求を設計・運用・証跡管理に落とし込み、継続的に統制できる事業基盤を構
築できるかにあることが示唆される。 

さらに、医療機器OEM 主導型、半導体・プラットフォーム主導型、ソフトウェア・デジタルツイン主導型では、戦略
優位性も制約条件も異なる。本調査では、GE HealthCare、Siemens Healthineers、Philips、
Medtronic、NVIDIA、Qualcomm、Aidoc、Viz.ai などの主要プレイヤーを比較し、各社がどのレイヤーで
競争力を持ち、どの領域で制度・運用・責任分界上の制約を抱えやすいのかを整理している。  



次世代医療 AI 技術の実装要件と競争環境に関する調査レポート 2026 

 175 
社内使用に限定 版権 株式会社ふじわらロスチャイルドリミテッド    

〒101-0031 東京都千代田区東神田 2-8-1 TSR 第 2 ビル 

電話：03-5821-3993 FAX：03-5821-4030 Email：info@fujiroth.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次世代医療AI技術の実装要件と競争環境に関する調査レポート 

～マルチモーダルAI×エッジAIセンサ×生体デジタルツイン：医療機器認証（FDA PCCP／
IMDRF GMLP／EU MDR・IVDR+AI Act）を踏まえた技術要件と競争環境（2026–2030）

～ 

 

定価 75万円（PDF） 

ハードカバー(印刷)込み：80万円 

無断禁転載 

株式会社ふじわらロスチャイルドリミテッド 

2026年3月発行 


